
春田先生は，コミュニティの分断が起こりやすい「都会の中の地域」である東京北区・足立区・
荒川区の診療所で，複数の専門職と連携しながら患者・家族の生活の質を見据えた家庭医として長
年活躍されました。その経験を基に，臨床において境界を越えた連携教育の取り組みや，評価ツー
ルの開発など多くの研究を行い，論文を発表されています。例えば，医学・看護・薬剤師・社会福
祉士・管理栄養士・理学療法士・作業療法士などの教育学会と協働し，日本における多職種連携コ
ンピテンシーを開発したり，多職種連携を発展させるための評価ツールとして，現場の医療者を対
象にした連携の準備状態を評価するツール，連携を促進するためのファシリテーションを評価する
ツール，多職種カンファレンスの観察評価ツールの開発など多職種連携に関する研究に精力的に取
り組んでおられます。本講義では臨床における多職種連携の実践方法，及びその評価方法を学ぶ機
会とし，臨床現場で行われているチーム医療の実践評価に役立てていただければと思います。

本学ホームページから又は，右記へ
①氏名(フリガナ)②所属を明記の上，
お申込みください。
※申し込み状況により当日参加も受け付けますが，
可能な限り事前申し込みをお願いいたします。

担 当：ｸﾘﾃｨｶﾙｹｱ看護学領域 阿部恵子
申込先：看護学部教学課(野々・後藤)
ＴＥＬ：0561-61-1827[直通]
Ｅ-mail：gakumu@aichi-med-u.ac.jp

講師：春田 淳志先生
（筑波大学医学医療系 医学教育学）

愛知医科大学大学院看護学研究科特別講義

平成30年

11月21日（水） 18：00～20：00

場所：愛知医科大学 大学本館３階303講義室

参加費無料

参加
申込方法

お問合せ
申込先

日時：


